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計画の概要 

本研究は、監獄制度を中心とした日本統治時代朝鮮の刑事司法史を検証するために、朝

鮮総督府関連文書及び裁判記録の調査を行うことが目的であった。。報告者の博士論文の

テーマは、日本帝国の植民地であった朝鮮と台湾の刑事司法の比較研究であり、特に監獄

制度に焦点をあてている。同じ日本帝国の植民地であっても、1895 年に中国から日本に割

譲され統治が始まった台湾と、1910 年の韓国併合によって植民地の一つに加えられた朝鮮

半島では、刑事司法制度に差異がみられる。両植民地における比較植民地刑事司法史の研

究を通じて、日本帝国における法の性質を明らかにすることが最終目的である。また、

「法的継受」つまり日本からの刑事司法の移入が、両植民地における近代化にどのような

影響を及ぼしたかについても検討を加える予定である。 
以上の問題意識をもって検討してきた結果、韓国においては朝鮮王朝末期から既に「自

主的」に近代的制度を継受しており、これらの継受がその後の制度変遷及び運営にどのよ

うな影響を与えたのかという問いが浮かび上がった。この問いを明らかにするためには、

日本統治期に加え、朝鮮王朝末期から総督府までの期間にどのように近代的刑事司法制度

が継受されていったのかという側面を把握しなければならない。 
本研究では、以下の資料調査を通して上記の課題に取り組んだ。：１．朝鮮総督府の監

獄行刑制度に関する資料調査。２．植民地期朝鮮の刑事裁判記録の調査３．朝鮮王朝末期

の近代的刑事法制継受に関する資料調査。今回は、主要な調査地は次の二か所である：

１．国家記録院の大田本館。朝鮮総督府の監獄に関する公文書を保存しているだけではな

く、貴重な植民地期の刑事に関する地方裁判記録も保存している。これらの資料はインタ

ーネットでもあまり公開されていないため、現地調査の必要がある。２．ソウル大学の奎

章閣研究院。朝鮮王朝の公文書資料の主要な保管場所である。 
 
成果 

今回の韓国における資料調査は、ソウルと大田の二か所で行った。。まず、10 日から 16



 

 

日まで、ソウル大学の奎章閣研究所、中央図書館、そして、国家中央図書館を訪問した。

奎章閣研究所では、特に、朝鮮王朝末期から大韓帝国まで（1895 年‐1910 年）の刑事司

法に関する資料を閲覧・複写した。この時期の資料から、刑事事件はどのように取り扱わ

れたのか、監獄に関する行政と運営実状はどうだったのか、これらの点について解明でき

ると考える（図１参照）。次に、ソウル大学の中央図書館の古文献資料室も訪問し、。ネッ

トで公開されていない植民地期の監獄に関する資料の閲覧と写真撮影を行った図２参

照）。また、韓国国家中央図書館を訪問し、同館で公開しているデジタル資料を閲覧・複

写した。例えば、本学図書館に所蔵されない『朝鮮時代司法制度硏究』（吳甲均 著, 三英

社, 1995。図３参照）は朝鮮時代の刑事司法制度を紹介している。調査期間前半に以上の

機関における資料調査に加え、奎章閣研究所の植民地期朝鮮史研究者である鄭駿永先生を

訪問した。鄭先生からは植民地朝鮮と台湾の比較の観点などをご教授いただいた。 
期間後半は、大田の国家記録院へ資料調査に行った。ここでは、特に植民地期の文書と

刑事裁判記録を収集した。京都を出発する前に、以前国家記録院に勤めていた、慶北大学

（現在）の金慶南先生に連絡を取って、メールで国家記録院の関連資料の利用方法及び要

注意点などについてご教示頂いた。このような事前準備をした上で、国家記録院の職員の

方の親切な協力もあって、順調にリストアップしておいた文書資料を閲覧・複写した。そ

の中で、植民地期の監獄新設及び運営、刑事手続きに関する文書、刑事裁判記録の資料を

複写した（図 4 参照）。これ以外にも、国家記録院のパソコンのみで閲覧できるデジタル

資料も閲覧し、大韓帝国時期の監獄署の資料も印刷した。 
この度、本学の支援助成をいただき、事前に計画していた以上の資料を閲覧・複写する

ことができた。今回韓国での資料で得た資料によって、朝鮮王朝末期から朝鮮総督府まで

刑事法の変遷並びに監獄の実践を明らかにするという当初の目的に加え、植民地期の刑事

裁判記録を分析を通して、植民地朝鮮の刑事法制の解釈と適用実態を解明できると考え

る。今後調査で得た資料をもって論文を執筆していく予定である。 

 

 
図１: 奎章閣研究所の刑事司法に関する 

一部のマイクロフィルム 

 

図２：ソウル大学中央図書館古文献資料室に所蔵さ

れている植民地期朝鮮の監獄に関する本 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３：韓国国家中央図書館に 

『朝鮮時代司法制度硏究』デジタル化資料 

 

図４：国家記録院の太田本館に所蔵されている植民地期

朝鮮の刑事司法に関する資料の原本 


